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国民の半分がなんらかのアレルギー疾患を
持っているといわれています。アレルギーで
は、好酸球と呼ばれる白血球の一種が悪玉細
胞として働いている場合が多く、この細胞の
特性に着目して研究を行っています。

アレルギー以外にも、好酸球が悪玉として
働く病気はさまざまなものがありますが、そ
のしくみがよくわかっていないため、有効な
検査法や治療法が十分でないものが少なくあ
りません。

好酸球が炎症を起こす際に、細胞の中にあ
る炎症物質を周囲に放出することが重要です
が、最近になって特殊な細胞死（ETosis:エ
トーシス）による炎症物質の放出が重要であ
ることがわかってきました。

炎症をおこさない細胞死として「アポ
トーシス」がよく知られていますが、今後
は炎症を起こす細胞死である「エトーシ
ス」をモニターし、コントロールすること
が新たな治療につながると考えられます。

アレルギー

これまで知られていなかった病気のしく
みがわかることで、臨床検査や治療に結
びつくと考えられます。

アレルギー疾患は患者数が多く、好酸球に着目
して基礎と臨床を結ぶトランスレーショナル研
究が不可欠です。
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